
プロ野球・阪神タイガースの本拠地であり,ま た春

と夏の高校野球の舞台である甲子園球場 (兵庫県西宮

市)は ,1924(大 正 13)年 8月 1日 の開場から80年

超の時を経て,高校野球の「聖地」として球児らのあ

こがれを背負う存在であると同時に, タイガースファ

ンからも「聖地」と呼ばれ,他の球場とは別格の存在

として認識されるに至っている。

人々が,そ の場所を単なる「舞台」としてではな

く,「聖地」すなわち「神聖視された地」と認識する

ためには,他の場所との絶対的な差違を決定づける物

語による裏付けが必要となる。そして,こ の物語の生

成過程には「内的要因」と「外的要因」という2つの

力が作用している。甲子園球場における物語の生成に

おいての「内的要因」とは,そ こで行われる野球とい

う競技そのものと,それが行われることによつて起こ

ったドラマを意味する。それに対して「外的要因」と

しては,甲子園球場という装置自体の持つ意味や,建

てられた土地の持つ地理的な伝統や条件,及び意味と

いったものが考えられよう。

そうした物語を背負うことによって,「聖地」とい

う語が醸し出すイメージはさらに増幅され,「聖地」

は絶えずそこへ人を呼び続ける場所となり得る。人が

集まることによって成り立つ「遊興空間」にとって

は,「聖地性」の存在は重要な意味を持っているとい

える。

そこで本稿では,甲子園球場という近代の遊興空間

が,いかなる論理によつて「聖地性」を形成し得る条

件を備えていたのかについて,上記の「外的要因」か

ら探ることを試みたい。また,それに際しては,近世

における代表的な遊興空間の一つである,興行地にお

ける「聖地性」形成の論理を手がかりとして利用する

こととする。スポーツ競技とは,競技する佃1の視線か
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ら見た場合には,最終的に勝敗という結果を導 くとい

う点で芸能とは一線を画すが,見 る側の視線に立って

みれば,一定の入場料を支払って享受するある種の見

世物であるという点に,芸能興行との共通点を見いだ

すことができるからである。興行というものが,定め

られた料金を支払った観客のみを,あ る一定の時間 ,

一定の空間に囲い込み,それらの人々だけが共有でき

るものを提供することであるとするならば,ス タジア

ムで行われるスポーツ競技も,興行の一種であると規

定することが十分可能であろう。

なお,物語の生成における「内的要因」と「外的要

因」は,常 にそれぞれが独立して作用しているわけで

はなく,互いに絡まり合うことによつて,新たな物語

を生み出していくという要素も持っている。そのた

め,場合によつては「内的要因」にも言及する。

1。 興行地における「聖地性」形成の論理

では,遊興空間とは,今 日までいかなる論理によつ

て選定され,その地に形成されてきたのであろうか。

小笠原恭子は,近代以前の遊興空間を代表するもので

ある「興行地」について,中世から近世にかけての選

定過程を以下のように分析する (小笠原,1992)。

それによると,都市形成に際しての「興行地」の特

定空間への定着過程からは,都市構築の設計図を引い

た「為政者の政治的意向」と,興行空間として選定さ

れた「土地の負う伝統」という二面が浮かび,江戸と

京という二つの都市にそれぞれの典型が見られるとい

う。京が首都にふさわしい土地として遷都されたのに

対し,江戸はこの地が政権の中心となることが明らか

となった時点から,土地のもつ伝統ばかりか物理的な

土地そのものまでを破壊するほどの大変革を敢行し,

機能最優先の新構想による町づくりがなされた。

京において,中世の興行は寺社の勧進と結びついて

展開してきたが,それは次第に河原や洛外の神社,街

近代における遊興空間の「聖地性」
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道口など,何 らかの点で異郷,冥府と境を接する「聖

なる空間」に限定されていく。都市形成の論理の確立

していた古代都市・京においては,興行は死との境界

において冥府への入り口というイメージを現出させ ,

鎮魂を旨として行われた。中世の勧進興行の円形桟敷

から近世の歌舞伎小屋へと受け継がれた,身 を縮めて

狭い木戸をくぐり抜けて入るという不自由な構造は,

これを「くぐる」ことによって俗界との境界を越え,

清められて異次元の世界に生まれ変わるというシンボ

リックな効果があったという。「聖空間」に入り得る

のは贖罪の勧進札を所持 したものだけに許されていた

と考えられるのである。

そしてまた,こ れらの場所は原則として無主の地で

あつたが,土地を基盤とした体制の確立を目指す近世

においては,こ れを容認 しては矛盾を残すことにな

る。徳川政権にとつてはその根絶が体制確立への急務

であり,こ のことが江戸の町づくりにあたつて十分に

考慮された。江戸は,京 における鴨川の河原のよう

な,無主の伝統を有する地を都市の中に含み込んでい

なかったという点で近世都市の構築に有利であったと

いえるが,同時に「興行地」形成にあたって新しい発

想を要することにもなったのである。

それが,次の 3点であった。第 1に ,公許の場所は

中世的伝統を負う地よりも,何 ら背景のない新開地に

おかれるべきであること。第 2に ,町づくりの最中は

中心部での興行を黙認し,の ちに周縁部に代替地を与

えることで体制に抱え込むこと。第 3に ,初めは遊里

と一体化して殷賑を図るも,宣伝が行き渡ったのちに

は分離させて特定地に囲い込むこと。

こうした論理によって形成された江戸の興行地 (芝

居町)は ,1661(寛 文元)年 に堺町,木挽町への特定

化が完了したと考えられている。町の殷賑と町民定着

のために中心部での興行を黙認していた幕府は,町づ

くりが進むにつれて,公許という権威のもと,興行権

と土地を与える恩典と引き換えに芸能者を特定地に囲

い込み,体制に組み込むことに成功 した。明暦の大火

(1657)後 には,拡大する江戸市街の中央部となった

吉原の遊里を浅草へ遠ざけ,それと前後して隣接する

堺町に芝居の集中化が図られた。堺町が選定されたの

は吉原に近 く市街地のはずれであるという理由であろ

うが,代替地を得て芝居興行を許可された意味は大き

いという。それは,無主の地としての伝統を有してき

た芸能興行地の所有権を明確にすることを意味する。

公許という形で興行開催を許可することは,興行認可

の権限が幕府にあると確認することとなり,芸能者側

人間科学研究編 (2006年 3月 )

からいえば,土地および小屋の建築と所有を公許さ

れ,かつ興行を行う権限を認められたことになるから

だ。

このように,中世には興行が行われる場所は異郷や

冥府と接する「聖なる空間」であり,同時に無主の地

であったが,近世には,前者は芝居小屋そのもののあ

り方として引き継がれ,後者は新興の近世都市におけ

る新開の公有地という形に変容。土地そのものの伝統

としての聖域性や無主性が,為政者の意志によって創

出されるものに形を変えたのである。

では具体的に,近世都市の中で興行地はどのような

形で現出していたのか。これについては,服部幸雄に

よる都市の中の芝居町論が的確な示唆を与えてくれる

(服部,1986)。 そこで服部は,近世都市,主に江戸に

おける芝居町の特性を「橋を渡っていざなわれる,水
に囲まれた辺境の地の聖なる祝祭空間であり,近世都

市庶民の猥雑な理想郷」であり,一つの「宇宙」であ

ると述べている。江戸の庶民にとって芝居町 (興行

地)は ,吉原の遊里と並んで日常性を拒否する非日常

的空間であって,倫理的には「悪」の世界であり,ま

た,近世新興都市社会において成立した一大祝祭空間

であった。

そこで注目されるのが,こ れらの空間がその周辺を

水 (海や川)に よって区切られている点である。川 ,

船,橋 と芝居町 (祝祭空間=聖空間)と の間には,切

り離すことのできない紐帯があ り,ま たそこには,

「聖空間」は海に近 く川と交差 しあうという,日 本人

に伝統的な理想郷観が反映されている。当時として

は,都心を離れた辺畳Бの地であった江戸の芝居町,浅

草・猿若町は,近接 していた吉原の廓と同様に交通不

便の地にあった。だが,辺境の地であるがゆえに,期

待に胸をはずませて行く観客や遊客たちに,そのつど

〈道行〉の時空を体験 させる仕掛けを持つことにな

り,船 を用いて彼岸に渡ろうとする 〈道行〉によっ

て, 日常性からの離脱,非 日常性への飛翔が確実に進

行することになったのだ。

そしてもうひとつ重要なのは,橋を渡って芝居へ行

くという都市の中における芝居町のあり方もまた,人

を祝祭空間にいざなうために必要な仕掛けになってい

たということである。服部はここで,上田篤の文章を

引用して次のように論 じる。上田によると,橋は端で

あり,す なわち一つの世界の周縁部であって中心部で

はない,い わば辺界の無主番外地であるという。ま

た,西洋や中国の橋が川を隔てた二つの世界をつなぐ

連結器という意味を持つのに対して, 日本の橋は二つ



の世界を分け隔てる境界,あ るいは境界であることを

示すシンボルであると指摘する。人は橋を渡ることに

よって,対岸の世界が日常とは次元の違う別世界であ

ることを確認する。彼岸が確かに彼岸であり,それが

非日常の空間であることを,橋を渡ることが確認させ

るのだというのである (上田,1984)。

近世における興行地が,都市の周縁に位置し,聖 と

俗をつなぐものとして水辺に存立していたという指摘

は,吉見俊哉による近世の盛 り場成立要因論の中にも

見られる (吉見,1987)。 そこでは要因として主に 4

点を挙げているが,その中で,興行地を含む江戸の盛

り場は,聖俗両面をつなぐ要素として水辺に存立して

いたということを述べている。

吉見は江戸を代表する盛 り場として両国を挙げ,両

国が当初からたえず「死」と密接に結びついた空間で

あったということを説明する。享保期以降に両国名物

となり,現代でも隅田川の夏の風物詩として残る花火

は,度重なる大火の死者供養のために始められたもの

であり,両国・回向院で催される勧進相撲も鎮魂のパ

フォーマンスに端緒がある。そして,江戸の町人にと

って両国橋を渡ることは,生者の国から死者の国へ足

をふみ入れるに等しい行為だったという。両国は,当

時の江戸においては東端であり,町の周縁であった。

江戸最大の盛 り場両国において,「聖域性」と悪場

所性と死は相互に不可分に結びつきながら盛り場とい

う空間を形作る上での基本的な構成要素をなしてい

た。これらを吉見は 〈異界〉と呼ぶ。〈異界〉とは,

江戸の空間構成の外縁部にあつてその秩序の限界を侵

すものとして現れた諸々の混沌の力の表象であり,聖

潔と表裏一体をなしている。〈異界〉は江戸の周縁に

分布する両国,浅草,芝などの盛 り場に伏在,江戸の

盛 り場は何より〈異界〉への窓としてあったのだとい

う。これを踏まえるなら,江戸の盛 り場の多くが水辺

に接して形成されていたことの意味も明らかだ。江戸

において水は,聖俗両面にわたる多様な要素から組み

立てられる都市を構造化する上で重要な要素として作

用していた。吉見の分析は,寺社地や盛 り場といった

宗教空間ないし遊興空間は市民の日常生活の場からは

離れ,他界と結びつくイメージをもった場所を慎重に

選びながら,市街地から奥まった丘陵の緑や水辺に寄

りそって登場 していたという,陣内秀信の言葉でまと

められている (陣内,1985)。

大阪の道頓堀などもそうであるように,江戸に限ら

ず近世都市における興行地が多くの場合,河原や川岸

の地に存在していたのは事実であつた。そこは橋を渡
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つていく辺界の地に違いなかつたが,その土地に「あ

るべ くして在った」のだといえよう。そしてまた,こ

うした近世の遊興空間形成の論理は,近代以降の遊興

空間設置においても少なからぬ影響を与えていたと考

えられる。その一例が,次に挙げる甲子園球場の建設

である。

2。 甲子 園経営地の開発 と甲子 園球場 の建設

「阪神甲子園球場」 (以下,甲子園球場)の名が,完

成 した 1924(大 正 13)年の干支「甲子」にちなんで

いることはよく知られているが,その建設用地は,阪

神間を南北に流れる武庫川の 2つ の支流 (枝 川と申

川)を廃川にして行われた武庫川改修工事の結果,新

たに生まれた土地であつた。たびたび氾濫する武庫川

の改修は,兵庫県の手によつて 1920(同 9)年 8月 に

始まり,3年弱をかけて 1923(同 12)年 3月 によう

やく完成する。こうして誕生した広大な土地を手に入

れたのが,同地域内に路線を敷いていた阪神電鉄だっ

た。阪神はすでに,1905(明 治 38)年 に大阪・出入

橋と神戸・三宮間で営業を開始していたが,現在の甲

子園付近に駅はなかった。1951(昭 和 26)年 に西宮

市に編入されるまで武庫郡鳴尾村の一部であった同地

周辺には,ほ とんど住む人もいなかったからだ。

だが,同社の技師長で後に専務 となった三崎省三

は,早 くから同地一帯に目をつけていた。明治の末に

欧米を視察した三崎は「武庫川を改修して鳴尾に築港

をなし,即 ち武庫川をハ ドソン河,ま たはテームズ河

にするのである。しかも,現今の枝川及び武庫川河畔

は,住宅地にするのである。更に鳴尾より西宮の海岸

を,遊覧地,即 ちブリックプール及びブライトンまた

はコニー・アイランドにするのである」というプラン

を持 っていた とい う (阪 神電気鉄道株式会社 ,

1980)。 阪神は 1922(大正 H)年 10月 30日 に兵庫県
と売買契約を締結。枝川・申川廃川敷地 24万 4596坪

のうち,道路や水路敷地用の 2万 596坪 を除いた 22

万 4000坪 を,410万 円で買収 した。これが後に,甲

子園球場とその周辺施設,及 び,住宅地として開発さ

れた「甲子園経営地」となる土地であつた (図 1)。

ここに野球場を建設することになった契機は,高校

野球の前身である中等学校野球熱の高まりにあつた。

1915(大 正 4)年 に大阪・豊中球場で第 1回大会が行

われた全国中等学校野球大会は,1917(同 6)年 の第

3回大会から,枝川の河口東側にあった鳴尾競馬場内

の鳴尾グラウンドで行われていた。ここでは,馬場の
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図 1 武庫川改修計画平面図 (出典 三「西宮市史」第 3巻 )
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往時の鳴尾運動場図

図2 鳴尾運動場 (出典 :「輸送奉仕の五十年」)

内側に 2面の野球グラウンドをとっていたが,固定の

スタンドはホームベース後方のみで,ほかは木造の移

動スタンドを利用 していた (図 2)。 だが,回 を重ね

るごとに観客が増加する中,常設スタンドを持つ本格

的な野球場の建設が望まれていた。その用地として白

羽の矢が立ったのが,枝川・申川廃川敷地だったわけ

だが,三崎は買収の時点ですでにこの建設を念頭に置

いていたと考えられる。

前述した欧米視察以前,米国への留学経験も持って

いた三崎は,現地でのスポーツ熱を目の当たりにし,
いずれ日本でも本格的なスポーツグラウンドが必要に

なると感 じてお り,1899(明 治 32)年 に阪神に入社

後も,常にスタジアム建設を思い描いていたという。

同時に,当時の阪神が抱えていた事情もこれを後押し

した。それは,阪急との競争である。阪急電鉄が,阪

神間の山の手に大阪と神戸を結ぶ神戸線を開業したの

が 1920(大正 9)年。これを機に,浜手に路線を持つ

阪神との激しい旅客争奪戦が始まった。阪急を率いる

小林一三は,宝塚新温泉の開業や日本初の月賦による

分譲住宅販売など,さ まざまなアイデアをもって沿線

開発にあたつていた。

「阪神電気鉄道八十年史」には,1924(大 正 13)年

と翌 25(同 14)年の両社の業績比較が掲載されてい

るが,阪神は本業の運輸収入では阪急を上回つていた

が,土地経営その他の収入では逆に大きく水をあけら

れていた。同分野で阪急の 2倍以上の投資をしていた

にもかかわらず,土地家屋収入は阪急の 28%程度に

すぎず,加えて阪急には宝塚経営収入があった (表 )。
つまり,沿線開発関連の事業では,ラ イバルに大きく

劣っていたのである。阪神にとって沿線開発は最大の

課題となっていたはずで,その切 り札として浮上した

のが,三崎が長年あたためてきた計画だった。枝川・

申川廃川敷地の買収は,三崎に野球場の建設を決断さ

せた。買収契約締結 3週間後の 1922(同 H)年 H月

20日 ,阪神は枝川・申川の分岐点下手にさらに 1万

4000坪の土地を買い足 し,3万坪の用地が確保され

た。三崎はここに, 日本初の大運動場を建設,さ らに

その周辺に日本版の海浜リゾートの開発を構想したの

である。その中心的役割を与えられたもの,それこそ

が甲子園球場だった。

甲子園球場は,開場当初は野球専用のグラウンドで

はなかった。モデルとなったのは,阪神の社員が出張

先の米国から設計書を持ち帰った,ニ ユーヨークの

「ポログラウンド」。大リーグ,ニ ユーヨーク・ジヤイ

アンツの本拠地ではあるが,その名の通りにポロ競技

などにも利用可能な多目的グラウンドだ。これを参考

にして設計された甲子園球場も,1924(大 正 13)年 8

月 1日 の竣工当時は,外野グラウンドの部分に 105×

68メ ー トルのサッカーコー トがとれるようになって

いた (翌年からはここで全国中等学校蹴球大会=現在

の全国高校ラグビーフットボール,お よび同サッカー

選手権両大会の前身=も 開催されていた)。 当初の名

称は「甲子園大運動場」。この完成によって鳴尾グラ

ウンドは閉鎖され,同年の第 10回大会から全国中等

学校野球大会が舞台をここに移す (8月 13日 開幕 )。

また翌 1925(同 14)年 3月 には,前年の第 1回 は名

古屋で行われた春の選抜大会も甲子園で行われた。こ

れによって高校野球 (当時は中等学校野球)の 2大大

会が甲子園にでそろった。以来 80年間,戦争などに

よる中断はあるにせよ,甲子園は高校野球の舞台とな

り続けている。

中等学校野球の隆盛の中で,あ っという間に阪神間

の新名所としての地位を得た甲子園には,春夏の大会

のたびに連日4万人を超す観衆が詰めかけた。内野ス

タンドに設けられた大鉄傘が日よけになると,女学生

にも人気があったという。そこで,完成から5年後の

1929(昭和 4)年 には,三塁側内野スタンドと外野と

の間にあつた木造 20段のスタンドを改造 し,コ ンク

リー ト50段 の新スタンドを増設 した。これが今 も

「アルプススタンド」と呼ばれる場所で,2年後の 1931

(同 6)年 にはここまで大鉄傘が増設されている。

馬
見
所

表 大正 14年下期の阪神・阪急収入比較 (円 )

乗客 電灯電力
土地経営
その他

(う ち
土地家屋)

(う ち
宝塚経営)

阪神 2,895,262 1,567,548 262っ 000 99,000

阪 急 2,745,240 1,051,944 1,432,000 348,000 588,000

「阪神電気鉄道八十年史」から作成



そして,甲子園球場の 2つの柱のうちのもう一方 ,

タイガースが誕生 したのは,開場から H年後の 1935

(昭和 10)年 12月 10日 のことだった。当時の正式名

称は「大阪野球倶楽部大阪タイガース」。現在のプロ

野球の前身である, 日本職業野球連盟が結成されたの

が,翌 1936(同 H)年 2月 5日 。その日本プロ野球

誕生の前年には,当時の米大リーグを代表するホーム

ラン打者だったベーブ・ルースも甲子園のグラウンド

に立っている。1934(同 9)年 H月 2日 ,全米オー

ルスターの一員として来日したルースは,H月 24日
と25日 に甲子園で試合を行ったが,グ ラウンドを見

るなりその広さに驚いたという逸話が残っている。当

時の甲子園は,大 リーグ選手をも驚かせる規模を誇っ

ていたわけだ。

甲子園球場で最初のプロ野球の試合が行われたの

は,1936(昭 和 H)年 4月 19日 。タイガースは結成

記念試合に連勝する好スター トを切ったが,入場者は

わずかに4225人 だったという。そ して同年 4月 29

日,甲子園で第 1回 日本職業野球リーグが開幕。これ

を嗜矢として,タ イガースと甲子園の “蜜月"の歴史

が始まったわけである。以後タイガースは,一貫して

甲子園球場を本拠地としてきた。2005(平成 17)年

現在,プロ野球に参加している球団の中で,フ ランチ

ャイズとする都市 (地域)も ,本拠地とする球場も,

そのどちらもが一度も変更されていないのはタイガー

スだけで,こ うしたところにも,甲子園が「聖地」と

称される一端をうかがい知ることは可能であろう。

しかしながら,前述のように,阪神はこの地に野球

場だけを建設 しようとしていたわけではない。1926

(大正 15)年 7月 16日 ,そ れまで大会時だけ開設さ

れていた阪神電鉄の甲子園駅が,常設駅に格上げされ

た。同日には,同駅と甲子園浜を結ぶ軌道線 (路面電

車)も 開業。その前年夏には,すでに甲子園浜の海水

1谷場が開場 していたが, これを機に,三崎の描いてい

た海浜リゾートの開発が本格的に動き出す。1929(昭

和 4)年 5月 26日 ,球場より海岸側に「甲子園南運

動場」が開設された。1周 500メ ー トル,直線 200メ

ー トルの トラックに観覧席もついた総合競技場で,フ

ィール ドは一面の芝生。1944(同 19)年 に閉鎖され

るまで,それ以前は甲子園球場で行われていた陸上競

技大会の舞台となっただけでなく,ラ グビーやサッカ

ーの正式競技場としての機能も備えており,全国中等

学校蹴球大会でも使用された。また,軌道線開通直前

の 1926(大正 15)5月 には,球場西側に 30面のコー

トを持つ「甲子園庭球場」が開設。以後,年 々増加す

るテニス人口に対応するために徐々にコートを増設し

ていたが,1937(昭 和 12)年 10月 には,南運動場の

南側に「甲子園国際庭球場」を新設。コー トのほかに

宿泊施設なども設けられ,デ ビスカップなどの国際試

合も開催されている。さらに,1932(同 7)年 10月 1

日,球場の三塁側アルプススタンド下に日本水泳連盟

公認の室内プールが,同 じく一塁側には室内体育館が

完成。1937(同 12)年 8月 には,球場西側の旧庭球

場跡地に「甲子園大プール」も開設されるなど,着 々

と一大運動拠点としての整備が進められていった (図

3)。

そ して,阪神がこれらの運動施設建設 と並んで力を

入れていたのが,1929(昭 和 4)年 7月 6日 に開場 し

た「甲子園娯楽場」だった。南運動場のさらに海岸よ

りに立地し,当初は潮湯や映画を上映する余興場など

が主だったが,1932(同 7)年 に「阪神パーク」と改

称すると,動 物園や遊戯施設を増強。1935(同 10)

年にはパーク内の海岸沿いの場所に水族館が開設さ

れ,ゴ ンドウクジラを日本で初めて遊泳させて話題に

なったという。これが,多分にライバル阪急の宝塚で

の事業を意識していたことは想f象に難くない。阪急に

ない阪神の強み,その最大要素が「海」であった。海

を利用した娯楽施設の整備は,阪急への強力な対抗策

として期待されていたであろう。それが力の入れ方に

なって表れていた。

一方,阪神が甲子園経営地で住宅地の開発を始めた

のは,1928(昭 和 3)年。1924(大正 13)年 の球場開

図 3 111デ ^園 の運動施設―昭和 18年当時―

(出典 :「輸送奉仕の五十年」)
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場から4年後のことだった。第 1回の分譲地となった

のは,甲子園駅北側から国道 2号にかけての中甲子園

地区。さらに 2年後の 1930(昭和 5)年 には,中 甲子

園と国道より北側の上甲子園で第 2回分譲を行ってい

る。これらの地域では,主 に敷地規模を大きくとった

宅地分譲が展開された。このころ作成されたパンフレ

ットによると,同地域について,自 然豊かで交通利便

な「健康地」というイメージと,多様な娯楽施設が充

実した「リゾート」というイメージが訴えられている

という (角野,2000)。 「健康地」というイメージは,

明治末年から阪神が沿線で進めてきた借家事業でも強

調されてきたことでもあった。阪神は 1908(明治 41)

年に『市外居住のすすめ』を刊行しているが,そ こで

は,大阪長谷川病院院長の長谷川清治が,大阪市内に

比べて阪神間が「空気は固より清新で,土質も海浜は

砂白く水清 く山の手は砂又は赤土で飲料水も多く善良

である」と,医者の立場から郊外に住むことがいかに

健康によいかを説いている (鈴木,1999)。 これに加

えて甲子園の場合には,周囲に多数存在する施設を通

じて,運動による「健康地」というイメージが加算さ

れた。甲子園駅より南側の地域では,その一部が大林

組に土地経営が委託されたが,そ こに造成された宅地

群には「浜甲子園健康住宅地」という名が付けられ ,

よリー層「健康」のイメージが強く付与された。つま

り,こ の地域全体の開発にとって,甲子園球場とその

周辺施設が生み出すイメージは非常に重要だったとい

えよう (図 4)。

ただし,こ うした甲子園経営地での阪神の一連の開

発について,橋爪紳也は「野球場を核としたアジア有

数のスポーツ施設集積と集客施設群を想定,一方で通

勤客を想定した郊外住宅地を建設するという判断だっ

た」と説明する (永 井・橋爪,2003)。 橋 爪はほか

に,同様に野球場を中心にした町づくりとして大阪鉄

道 (現在の近畿日本鉄道)に よる「藤井寺花苑都市」

(大阪府,中心施設は藤井寺球場)と いった例を挙げ

るが,藤井寺が「野球場のある住宅地」を目指して野

球場と住宅地開発がうまく調和するように想定された

のに対し,甲子園の場合,特に開発初期の段階では,

集客施設の充実の方に強い力が働いていたようだ。そ

れもまた,阪急との対抗意識が強 く働いた結果だろ

う。住宅地としての付加価値を生み出す上でも,甲子

園球場をはじめとする諸施設の存在や,その持つイメ

ージは重要であったし,同時に,沿線の旅客を増加さ

せるためにもそれだけ重要であった。
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図4 甲子園経営地全図一昭和 29年現在一
(出典 :「輸送奉仕の五十年」)

3。 甲子園における「聖地性」形成の論理

以上のような経緯で建設,開発された,甲子園球場

及びその周辺地域。この地に形成された近代の「遊興

空間」が持つ色合いと,近世の遊興地が持っていた

「聖地性」を比較していくと,そ こからはいくつかの

共通点が浮かび上がってくる。

第 1は ,こ の土地が持つ伝統という点である。前述

のようにこの地域は,武庫川流域の河川改修によつて

生まれた新しい土地であつた。その誕生経緯は,近世

初頭に堀割の開削に伴って生まれた大阪の興行地「道

頓堀」に酷似している。道頓堀の場合は,町づくりの
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過程で新 しく生まれた,決 まった主を持たない土地

に,「公許」という形で興行街としての開発に江戸幕

府の「お墨付き」が与えられたことが以後の発展の契

機となった。甲子園の場合も, もともとは川底や河川

敷であった土地が基本的に「無主」であつたことに違

いなく,さ らに明治維新によつて生まれた新しい権威

である「県」が,払い下げという形で民間 (=阪神 )

に開発許可を与えている。これは小笠原のいう「公許

の場所は伝統を負う地よりも,何 ら背景のない新開地

におかれるべきであること」にピタリと当てはまる。

また,現在では阪神間に連なる広域な市街地の中に

埋没 している同地あたりも,大正の末という時期に

は,大阪と神戸という都市の間で,それぞれの市街地

からは離れた場所であった。そして何より,大阪方面

から甲子園を目指すときは,必ず「橋」を渡らなけれ

ばならなかった。多くの人にとつてその橋は,阪神電

車で渡る「鉄橋」であり,それは,鉄道という近代の

新しいメデイアを使って行われる く道行〉の一部に組

教込まれた仕掛けであったといえる。大阪から電車に

乗り,武庫川にかかる鉄橋を越えると,甲子園の大鉄

傘が見えてくる。上田がいうように「橋を渡ること

が,対岸の世界が日常とは次元の違う別世界であるこ

とを確認させる」のだとすれば,甲子園を訪れる人に

とっては,武庫川を渡るという行為が一種の「儀式」

となって, 日常から非日常へと足を踏み入れることを

確認していることになる。同時にそれは,近世の人々

が当時最大の遊興空間であった芝居町へ足を踏み入れ

るときに抱いていた思いを踏襲することでもある。江

戸においては浅草・猿若町へ,大坂においては道頓堀

の芝居町へ向かうとき,人々は必ずその手前にある橋

を渡ることによって, 日常の空間から非日常の世界ヘ

といざなわれた。それと同じ仕掛けが,近代の遊興空

間である甲子園への道程にも組み込まれていたという

ことだ。

そして,こ こでは「海」の存在も重要であっただろ

う。海とはすなわち水辺である。近世の遊興空間は

「市街地から奥まった丘陵の緑や水辺に寄りそって登

場 していた」わけだから,水辺は重要なファクター

だ。当然ながら,川 もまた水辺である。同地一帯は川

と海によって周辺を区切られた存在であり,こ れもま

た服部がいう「聖空間は海に近 く,川 と交差 しあう」

という, 日本人の伝統的な理想郷観にピタリと当ては

まっている。

では,果たしてこれらがすべて偶然の産物なのかと

いえば,そ うとは言い切れない部分がある。甲子園経

人間科学研究編 (2006年 3月 )

営地の払い下げや開発が決まる前から,阪神の三崎省

三がこの地域に海浜リゾートの開発を思い描いていた

ことは前述した通 りだ。三崎が,近世以来の伝統的な

遊興空間に対するイメージを認識していたとする記録

はないが,少なくとも三崎は,ニ ューヨークのコニー
0ア イランドや英国の海浜リゾー トを念頭においてい

たわけであるから,「水辺」であることへの意識が強

く働いていたことは間違いのないところだ。

また,こ れは三崎だけに限らず,阪急の小林一三に

よる宝塚の開発にも共通していることだが,鉄道とい

う新しいメディアを近代的な く道行〉として,遊興空

間へのいざないの手段にうまく取 り入れている点も見

逃せない。それは,旅客の獲得という経営者として視

点から生じたものではあるが,単純な旅客獲得だけな

らば,それが必ずしも遊興空間である必然性はない。

多くの鉄道経営者が小林に習った結果として, 日本で

は各地の私鉄が同じような経営戦略をとったが,その

すべてが成功を収めたわけでもない。これらの点を鑑

みるに,三崎は阪神が路線を敷いていた地域の特性を

的確に見極め,その中での武庫川河口流域という地域

に,最 もふさわしい事業を当てはめたといえるのでは

ないだろうか。それが今日に至るまで,甲子園球場に

多くの人を集め続けていることの礎となったのだとす

れば,そ こには必然と偶然の相まった形で,近世から

近代に受け継がれた遊興空間の「聖地性」の存在が ,

大きく影響していることは否定できない事実だろう。

4.「聖地性」 の継承の検討 と今後の課題

ここまで見てきたように,甲子園球場及びその周辺

地域では,開発当初の時点において,必然と偶然の両

面から,近世の興行地における「聖地性」形成の論理

が踏襲さオtて いたことが明らかになってきた。 しか
し,開発時に形成された「聖地性」だけで,80年 に

わたって,常 に人を集め続けることは不可能だ。つま

り,当初に形成された「聖地性」をいかに継承してき

たのか,と いう点についても検討を加える必要がある

だろう。

それについて考えるとき,菊幸一による「物的文化

装置としての甲子園スタジアム」論が,有益な示唆を

与えてくれる (江刺・小椋編,1994)。 菊は,記号学

的な発想から甲子園から送られるメッセージの分析を

試みるが,そ こでは甲子園を現代の祝祭空間としての

「物的装置」と位置づけ,そ れを 3つの点に分けて論

じている。
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そこでは,中等学校野球の舞台が豊中から鳴尾を経

て甲子園へと移ってきた過程の中に,観客動員数の増

加と見世物としての野球の舞台装置をあらかじめ意識

した戦略の存在を明示する。それは,単に具体的な設

備の問題だけではなく,「アルプススタンド」という

命名によって,人工的な物的装置があたかも自然物と

して認識され,結果としてフイールド・スポーツとし

てのメタフアーを伝達しているということや,建設当

初から外壁に植えられたツタや,1928(昭 和 3)年か

ら翌年にかけて本格的に植え付けられた芝生が,訪れ

るものに自然のメタフアーを感じさせ,その記号的意

味が伝統の重みとともに強化され,今 日なお一層のレ

トリックを生み出す契機を与えていると論 じる。これ

らは,長い年月を経てきたことが,当初に与えられた

意味以上の作用を起こしたことを教えてくれる。

そして,立地条件の推移から郊外型球場としての甲

子園の意味を,物的文化装置としてのシンボル強化の

条件と意味空間の広がりの面から解釈するという視点

によつて,時間の推移に伴う意味の変化が導かれる。

先に述べたように,建設時においては大阪と神戸のど

ちらの市街地からも外れた場所であり,郊外型の立地

条件を有していた甲子園は,戦後の都市化の波の中で

市街化区域に位置するようになり,現在では完全に都

市型空間に移行 したが,こ れによって,都市生活空

間,都市型圏域のシンボルとしての甲子園が,こ れま

で以上にその象徴性を高め,さ まざまな意味解釈の場

を提供していく条件を有することになるという。

また菊は,甲子園が立つ「阪神間」という独特な地

理的条件と,その醸し出す風土にも注目する。甲子園

をはじめとして,こ の地域の地名によく見 られる

「園」には,「住」と「遊」が近接 した楽園のイメージ

が込められており,住宅地に近接 した娯楽施設や温

泉,運動施設などのすべてが,「遊び」のある「住空

間」にはかかせない要素であったという。三崎省三の

言葉にもあったように,それこそが,ま さに甲子園経

営地の開発当初から意図されていたことでもあるわけ

だが,こ こでの甲子園球場や周辺の施設群は,日常の

生活と非日常の遊びとを出来る限り接近させ,それを

つなぐ物的装置として機能することになるという。そ

して,阪神間の独特の風土を,多田道太郎の言葉を借

りて以下のように説明する。即ち,山 と海にはさまれ

た地形にあって,大阪と神戸の文化にはさまれた「あ

わい」に広がっていることで,こ の「あわい」の空間

には,た とえば川をまたぐ橋上駅に代表されるよう

な,合理主義ではわりきれない「なごみ」が存在して

いるといい,そ こから菊は,甲子園球場が廃河川敷に

立っていることや,阪神甲子園駅が廃川となった枝川

跡をまたぐ橋上駅であつたことが,こ の地域の「なご

み」を生み出しているのかもしれないとも述べている

(多田・河内ほか編,1993)。

阪神間の風土に関する詳しい考察は別稿に譲るが,

「住」と「遊」の融合をめざした甲子園という空間

も,こ の地であったからこそ成り立ち得たという指摘

は,今後さらに検討を進めていく上での,非常に重要

な示唆を含んでいるだろう。加えて,今日の甲子園野

球を祝祭空間としての物的文化装置=ス タジアムにフ

レーム化されたプレイのパフオーマンス体系として規

定し,いかに儀礼化されているのかという意味解釈か

らは,舞台装置としての甲子園に施された仕掛けの意

味と,そ うした装置を備えた甲子園という場所が,近

世の芝居町に通じるような,祝祭空間として認識され

ていることが明らかになる。これは,物語の生成にお

ける「内的要因」と「外的要因」の絡まり合いの例と

しても興味深い。

21世紀に入つて,かつては庶民の娯楽の王様とま

で評された野球も,その地位は危うくなっている。そ

の背景としては,娯楽の多様化や,衛星放送の普及に

伴う海外スポーツの流入などが言われているが,野球

場に足を運ぶ人は減少し,巨人戦を中心としたテレビ

視聴率の落ち込みは深刻だ。また,その過程において

は, 日本の野球界の内部構造に対する批判も噴出して

いる。だが,そ うした逆風の中でも,甲子園球場を本

拠地とするタイガースは,着実に観客動員数を伸ばし

ている。そして,そ の要因について論 じられるとき

に,必ず俎上にのぼるのが「甲子園」という場所の持

つ力についてである。

本稿で行ってきた「聖地性」の検討によつて,そ う

した力の一端は明らかになったと思われる。その一方

で,今回はほとんど触れることができなかった「内的

要因」,つ まり,甲子園という装置の中で演じられて

きた,野球という競技を通じて生まれたドラマが与え

た影響については, さらなる検討が必要であろう。ま

た,阪神間という土地が持つ独特の風土についての分

析という,新たな課題も浮上した。今後は,こ うした

点を踏まえながら,本稿での検討を足がかりとして,

「甲子園」,さ らには近代の「遊興空間」が形成し,継

承してきた「聖地性」というものに,ア プローチして

いきたいと思う。
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